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栽
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
行
事

は
ふ
れ
あ
い
交
流
の
一
環
と
し
て
毎
年
実
施
。
思
い

や
り
と
笑
顔
の
輪
が
大
き
く
広
が
っ
て
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ま
し
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。
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植
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、
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植
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。
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。
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が
訪
れ
、
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緒
に
花
の
植
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を
行
い
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し
た
。
こ
の
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事

は
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い
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の
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と
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毎
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施
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の
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が
大
き
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っ
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ま
し
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。
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6月
4日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
赤
鶯
鳴
荘

を
南
畑
小
学
校
の

4、
5年
生
の
児
童
が
訪
れ
、
入
所

者
と
一
緒
に
花
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
行
事

は
ふ
れ
あ
い
交
流
の
一
環
と
し
て
毎
年
実
施
。
思
い

や
り
と
笑
顔
の
輪
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

大
き
く
育
て

 花
も
笑
顔
も

6月
4日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
赤
鶯
鳴
荘

を
南
畑
小
学
校
の

4、
5年
生
の
児
童
が
訪
れ
、
入
所

者
と
一
緒
に
花
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
行
事

は
ふ
れ
あ
い
交
流
の
一
環
と
し
て
毎
年
実
施
。
思
い

や
り
と
笑
顔
の
輪
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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広報しずくいし　第635号 2

平
成
二
十
年
度
の
ご
み
の
排
出
量

は
、六
千
六
百
九
十
ト
ン
で
し
た
。平
成

十
九
年
度
の
ご
み
の
排
出
量
は
、
七
千

十
一
ト
ン
で
し
た
の
で
、
比
較
す
る
と

三
百
二
十
一
ト
ン
の
減
量
と
な
り
ま
し

た
。平

成
二
十
年
度
の
一
人
一
日
当
た
り

の
排
出
量
で
は
、
九
百
七
十
グ
ラ
ム
と

な
り
、平
成
十
九
年
度
と
比
較
す
る
と
、

三
十
四
グ
ラ
ム
の
減
量
と
な
り
ま
す

︵
参
考
：
平
成
十
九
年
度
県
平
均
九
百

八
十
グ
ラ
ム
︶。

資
源
化
量
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
率
に

つ
い
て
は
、
主
に
溶
融
処
理
に
伴
う
溶

融
物︵
※
メ
タ
ル
・
ス
ラ
グ
︶の
量
が
増

え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
共
に
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
︵
参
考
：
平
成
十
九

年
度
県
平
均
一
八
・
七
％
︶。

今
後
も
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
へ

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年度 総排出量 1人1日当たり排出量 資源化量 リサイクル率

19 7,011トン 1,004グラム 1,986トン 28.3％

20 6,690トン 970グラム 2,032トン 30.4％

比較 △321トン △34グラム 46トン 2.1ポイント

平成19年度 平成20年度 比較

滝沢村処理委託量 5,625.60トン 5,428.47トン △197.13トン

資源化量 1,985.73トン 2,031.65トン 45.92トン

資
源
化
量
内
訳

資源ごみ資源化量 971.42トン 920.01トン △51.41トン

給食加工残渣等資源化量 13.35トン 14,21トン 0.86トン

集団資源回収量 400.91トン 326.94トン △73.97トン

※メタル・スラグ量 600.05トン 770.49トン 170.44トン

※メタル・スラグとは、溶融処理による溶融物であり、建設機械の重
りやコンクリートの資材として有効利用されています。

表2）ごみ処理量内訳

表1）ごみの排出量およびリサイクル率

６
月
は
環
境
月
間
で
す

﹁
も
っ
た
い
な
い
﹂の
心
で
一
手
間
を

分
別
と
減
量
で
ご
み
処
理
費
用
が
軽
減

ご
み
は
、
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と

し
た
努
力
で
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
ま
す
。
ご
み

と
資
源
を
上
手
に
分
け

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
生

活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

2
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3 広報しずくいし　第635号

廃
棄
物
処
理
に
向
け
ら
れ
る
廃
棄
物

処
理
等
手
数
料
や
資
源
ご
み
売
払
い
に

よ
る
収
入
は
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て

二
千
六
百
四
十
九
万
円
と
な
り
前
年
度

を
四
百
六
十
三
万
円
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

一
方
、
一
般
廃
棄
物
処
理
に
要
し
た

費
用
は
三
億
八
千
八
十
九
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
二
千
四
百

二
万
円
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ご

み
の
減
量
に
よ
り
、
処
理
費
用
も

軽
減
で
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

表3）一般廃棄物処理費用

※端数処理のため、各項目の合計額と表の合計額は一致しません。

項目 平成19年度 平成20年度 比較

収
　
　
入

廃棄物処理等手数料 1,182万円 1,465万円 283万円

資源ごみ売払い収入 1,004万円 1,184万円 180万円

合計 2,186万円 2,649万円 463万円

支
　
　
出

ごみの収集業務に 8,425万円 8,421万円 △4万円

処理施設の運転や維持管理に 6,078万円 4,831万円 △1,248万円

一般廃棄物処理の推進に 1億6,083万円 1億5,440万円 △644万円

リサイクルの推進に 569万円 520万円 △49万円

不法投棄防止の推進に 70万円 62万円 △8万円

し尿処理の推進に 9,266万円 8,816万円 △450万円

合計 4億492万円 3億8,089万円 △2,402万円

一
般
廃
棄
物
処
理
費
用

２
千
４
百
２
万
円
軽
減

平成21年4月から、家庭から出る使用
済み食用油を、資源として有効利用する
ため、下記回収協力店などにおいて拠点
回収を行っています。平成21年4月の拠
点回収量は76リットルでした。毎月の回
収実績については、本誌の資源ごみ情報
でお知らせしていきます。回収後は、Ｎ
ＰＯ法人かし和の雫（雫石町福祉作業所か
し和の郷）にて、軽油代替燃料（ＢＤＦ）を
精製しています。また、町でも公用車 2
台をＢＤＦを燃料にして運行していま
す。資源循環推進と、通所者の自立支援
のため、使用済み食用油の回収にご協力
ください。
★使用済み食用油の出し方
油かすなどの不純物を取り除き、よく

冷ましてから、ペットボトルなどの密閉
できる容器に入れ、周囲を汚さないよう
フタを閉めて備え付けの回収箱に入れて
ください。
★回収する食用油
液体状の食用油（サラダ油、コーン油、

なたね油、ごま油など植物を原料とした
もの、消費期限切れ可）に限ります。
★回収できない食用油
ラードなどの動物油やバターやマーガリ

ンなど固形状のものは回収できません。
★回収協力店（18カ所）
▶雫石地区
雫石町役場（環境対策課前）、雫石町保健
センター、雫石公民館
福祉作業所かし和の郷、まいどどーも
七ツ森もりもりクラブ、ロッキー雫石店
ビッグハウス雫石店
▶御所地区
御所公民館、エーコープ御所店、鶯宿温
泉観光協会、高橋酒店
▶西山地区
西山公民館、なかゆ食品、ファミリース
トア ナカノ、プチマート井上
▶御明神地区
御明神公民館、エーコープ御明神店
※回収時間は、営業等の時間内に限りま
すので、あらかじめご了承願います。

使用済み食用油の
拠点回収にご協力を

拠点回収場所に設置されている回収箱

6月 は環境月間
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1）省エネルギー・省資源
・電気、ガスの節約（こまめな節電、適切な冷暖房、家族団らん）
・節水（風呂の残り湯を洗濯に）
・省エネ機器、環境配慮型製品の使用
・ごみの減量、リサイクル
・借りられるものは借りる
・リサイクルショップの活用
・早寝早起き

2）衣類
・季節に調和した服装（クールビズ、ウォームビズ）
・手作りや修繕の活用
・着なくなった服は、リユース（再利用）へ
・「おさがり」を活用

3）食べ物
・地元の旬の生産物を食べる（地産地消、フードマイレージ、食育）
・スローフードを心がける（伝統的な食品、食材、料理）
・無農薬、有機栽培の食材を購入
・家庭菜園で有機野菜を作る
・食べ残しをしない習慣をつける
・調理くずを減らす

4）交通・レジャー
・エコドライブ（アイドリングストップ、ふんわりアクセル）
・新たに車を購入する際、低公害車を選ぶ
・旅行は公共交通機関で
・近所への移動は、徒歩や自転車で

5）社会への働きかけ、社会活動への参加
・自分が知ったことを周りの人に伝える
・環境イベントなどへの参加
・コミュニティ活動、ボランティア活動への参加

6）その他（自分で考えた取り組み）
・
・
・

当てはまる場合は4 環
境
意
識
を

高
め
よ
う
！

持
続
可
能
な
社
会
と
は
、
健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
が
保
全
さ
れ
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
通
じ
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
生
活
を

享
受
で
き
、
次
世
代
に
も
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
上
で
、
そ
の
根
底
と
な
る
の
が
個
人
の

環
境
に
対
す
る
意
識
で
あ
り
、
知
識
に
基
づ
い
た
行
動
で
す
。
気
づ
き

︵
関
心
︶⇩
わ
か
り︵
理
解
︶⇩
行
動
す
る︵
参
加
︶た
め
に
左
の
表
を
参
考
に

環
境
意
識
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て

広報しずくいし　第635号

町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
取
り
組
む
子
供
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
な
ど
地
域
住
民
で

組
織
す
る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

に
対
し
て
、
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。事

業
参
加
団
体
は
、
活
動
日
を
決
め

資
源
物
の
回
収
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

回
収
し
た
資
源
物
は
、
町
が
承
認
す
る

回
収
業
者
に
引
き
渡
し
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
回
収
量
に
応
じ
て
町
か
ら

奨
励
金
が
交
付
さ
れ
る
ほ
か
、
品
目
に

よ
っ
て
は
回
収
業
者
か
ら
売
り
払
い
収

入
が
得
ら
れ
ま
す
。

奨
励
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

団
体
は
、
事
前
に
登
録
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、町
役
場
環
境
対
策
課︵
☎
内

線
１
６
６
︶ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

六
月
と
十
月
は
不
法
投
棄
追
放
月
間

で
す
。
廃
棄
物
の
処
理
は
、
自
ら
の
責

任
で
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

町
で
は
、
不
法
投
棄
の
抑
止
と
早
期

発
見
に
努
め
る
た
め
、
不
法
投
棄
監
視

員
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

募
集
し
て
い
ま
す

集
団
資
源
回
収
の

実
施
活
動
団
体

し
な
い
、
さ
せ
な
い

６
月
は
不
法
投
棄
　

追
放
月
間
で
す

4

エコライフチェック表
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5

て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
の
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
中
に
お
け
る
収
集
物
の
重
量

は
、
四
千
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
主

に
道
路
脇
や
駐
車
帯
な
ど
か
ら
の
回
収

で
、
中
に
は
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
と
い
っ

た
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
も
あ
り
ま

し
た
。

不
法
投
棄
が
あ
っ
た
場
合
、
行
為
者

を
特
定
で
き
れ
ば
、
そ
の
行
為
者
が
撤

去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
行
為
者
が

特
定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
自
己
の
土

地
の
管
理
と
い
う
面
か
ら
、
土
地
所
有

者
が
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
自
分
の
所

有
す
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
日
ご
ろ
か

ら
の
管
理
と
確
認
が
必
要
で
す
。

岩
手
県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
適
正
処

理
指
導
員
に
よ
る
巡
回
や
地
球
観
測
衛

星
﹁
だ
い
ち
﹂
に
よ
る
宇
宙
か
ら
の
監

視
も
行
っ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は
、
最

寄
り
の
交
番
・
駐
在
所
あ
る
い
は
町
役

場
環
境
対
策
課︵
☎
内
線
１
６
６
︶ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。不
法
投
棄
を﹁
し
な

い
﹂﹁
さ
せ
な
い
﹂。皆
さ
ん
の
監
視
の
目

で
不
法
投
棄
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

※
不
法
投
棄
の
罰
則
規
定

・
行
為
者

五
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万

円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
の
併
科

・
事
業
関
連
の
不
法
投
棄

法
人
　
一
億
円
以
下
の
罰
金

個
人
　
一
千
万
円
以
下
の
罰
金

広報しずくいし　第635号

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
の
測
定

値
は
、
盛
岡
市
津
志
田
に
県
が
設
置
し

て
い
る
大
気
汚
染
測
定
局
で
測
定
し
て

い
ま
す
。
測
定
結
果
が
基
準
値
を
超
え

た
と
き
は
、
県
か
ら
町
役
場
環
境
対
策

課
に
連
絡
が
入
り
、
そ
れ
を
受
け
て
直

ち
に
防
災
無
線
か
ら
住
民
の
皆
さ
ま
に

注
意
を
促
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
、
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
濃
度
の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
ま

す
の
で
、
次
の
事
柄
に
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を
や
め
て
、

な
る
べ
く
屋
内
活
動
に
切
り
替
え
て

く
だ
さ
い
。

○
屋
内
で
は
、風
向
き
を
考
慮
し
、窓
を

閉
め
る
な
ど
外
の
空
気
が
入
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
要
な
外
出
は
避
け
る
と
と
も
に
、

自
動
車
の
利
用
を
な
る
べ
く
控
え
て

く
だ
さ
い
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
よ
る
被
害

と
し
て
は
、﹁
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
﹂﹁
の

ど
が
痛
む
﹂
な
ど
の
症
状
の
ほ
か
、
頭

痛
、吐
き
気
、息
苦
し
い
な
ど
の
症
状
が

出
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
目
を
洗
い
、
う
が
い
を
し
て
屋
内
で

安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

医
師
の
手
当
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
万
が
一
、
手
足
の
し
び
れ
、
呼
吸
困

難
、
失
神
な
ど
の
症
状
が
生
じ
た
と

き
は
、
直
ち
に
医
師
の
手
当
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

工
場
や
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
た
窒

素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
な
ど
が
、
太
陽

光
線
の
中
の
紫
外
線
に
よ
り
光
化
学
反

応
を
起
こ
し
て
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
は
春
か
ら
夏
に
か

け
て
、
日
差
し
が
強
く
気
温
が
高
い
風

が
あ
ま
り
な
い
よ
う
な
日
に
多
く
発
生

し
ま
す
。

︻
注
意
す
べ
き
気
象
条
件
の
例
︼

強
い
日
差
し
、
最
高
気
温
二
十
四
度
以

上
、風
が
弱
い
、薄
曇
り
や
晴
天
が
続
く

と
き
、
夏
型
の
気
圧
配
置

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、﹁
光
化
学
オ

キ
シ
ダ
ン
ト
情
報
﹂
内
で
随
時
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
環
境
対
策
課

︵
☎
内
線
１
６
２
︶

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

人
へ
の
健
康
被
害

健
康
被
害
へ
の
対
処
方
法

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

発
生
の
仕
組
み

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
注
意
！

日
差
し
が
強
く
風
が
弱
い
日
に
発
生

6月 は環境月間
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広報しずくいし　第635号

場
合

特
別
徴
収
に
な
る
の
は
、
年
金
所
得

か
ら
計
算
し
た
町
・
県
民
税
額
で
す

︵
給
与
所
得
や
事
業
所
得
な
ど
か
ら
計

算
し
た
町
・
県
民
税
額
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
、
ま
た

は
納
付
書
に
よ
り
金
融
機
関
で
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
︶。

平
成
二
十
一
年
十
月
の
年
金
か
ら
特

別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

特
別
徴
収
開
始
後
、
町
外
へ
転
出
し

た
り
、税
額
の
変
更
、年
金
の
支
給
停
止

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
特
別
徴
収

が
中
止
と
な
り
ま
す
︵
中
止
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
納
付
書
に
よ
り
金
融
機
関

で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︶。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
税
務
出
納
課

課
税
担
当
︵
☎
内
線
１
５
４
︶

納付書により金融機関で納入

月 6月 8月 10月 12月

納税額 1万円 1万円 1万円 1万円

算出方法 1/4 1/4 1/4 1/4

納付書により金融
機関で納入 年金からの特別徴収

月 6月 8月 10月 12月 2月

納税額 1万円 1万円 6,800円 6,600円 6,600円

算出方法 1/4 1/4 約1/6 約1/6 約1/6

年金からの特別徴収

月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

納税額 6,600円 6,600円 6,600円 6,800円 6,700円 6,700円

算出方法 各月とも前年度2月と同じ額 残り（20,200円）の約1/3ずつ

【例】年金所得から計算した町・県民税の年税額が 4万円の場合
◆これまでの納め方

年税額の 4分の 1ずつを、納付書により金融機関で納入。

◆平成 21年度の納め方

6月と 8月は年税額の 4分の 1ずつを納付書により金融機関で納
入。10月から 2月は、年金からの特別徴収となります。

◆平成 22年度の納め方（町・県民税の年税額を前年と同じ 4万円で計算）

4月から 8月は前年度の 2月の納税額と同じ額が、10月から 2月は、残り（40,000円ー 6,600
円×3回＝20,200円）の約 3分の 1ずつが年金からの特別徴収となります。

⇩

○
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

○
対
象
者

○
年
金
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
税
額

○
実
施
時
期

○
特
別
徴
収
が
中
止
と
な
る
場
合

6

年
金
受
給
者
の
納
税
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
平
成
二
十
一
年
十
月
の
年
金

か
ら
町
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
が
始
ま

り
ま
す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、納
税
の
た

め
金
融
機
関
へ
出
向
く
こ
と
を
省
く
こ

と
が
で
き
、
ま
た
納
税
が
年
四
回
か
ら

年
六
回
に
な
り
、
一
回
当
た
り
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
は
、

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和
六
十
年
以

前
の
制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
、
退
職
年

金
な
ど
で
す
。

※
障
害
者
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
の
非

課
税
の
年
金
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
の
は
、
四
月
一
日
現
在

六
十
五
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
で
前
年

中
の
年
金
所
得
に
係
る
町
・
県
民
税
の

納
税
義
務
の
あ
る
人
で
す
。
た
だ
し
次

の
場
合
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収

さ
れ
て
い
な
い
場
合

・
特
別
徴
収
さ
れ
る
町
・
県
民
税
額
が

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
額
を
超
え
る

〜
町
・
県
民
税
の
納
入
方
法
〜

特
別
徴
収︵
天
引
き
︶が
始
ま
り
ま
す

年金
から
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7 広報しずくいし　第635号

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
一
部
免
除
ま
た
は
猶
予
と
な
る

﹁
保
険
料
免
除
制
度
﹂
や
﹁
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
﹂が
あ
り
ま
す︵
左
表
参
照
︶。

一
部
免
除
を
受
け
た
人
は
減
額
後
の

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
未
納
扱
い
に

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
一
部
保
険
料
を

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や

猶
予
を
受
け
ず
保
険
料
が
未
納
に
な
っ

て
い
る
と
、万
一
、病
気
や
け
が
な
ど
で

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。し
か
し
、免
除
や
猶
予
期
間
が
承
認

さ
れ
た
期
間
は
障
害
年
金
の
受
給
資
格

要
件
に
含
ま
れ
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
は
、
住

所
を
登
録
し
て
い
る
市
町
村
役
場
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
平
成
二
十
一
年
度
の
免
除
申
請
は

七
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
の
際

に
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

ま
た
、退
職︵
失
業
︶し
た
人
が
申
請
を

行
う
場
合
は
、雇
用
保
険
受
給
者
証
、離

職
票
な
ど
の
写
し
が
必
要
で
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼盛
岡
社
会
保
険
事
務

所
︵
☎
６
２
３
・
６
２
１
１
︶、
町
役
場

保
健
課
年
金
担
当
︵
☎
内
線
１
３
５
︶

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
給
す
る
た

め
に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。提

出
時
期
は
毎
年
六
月
で
す
。
こ
の

届
け
出
が
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

受
給
者
に
は
文
書
を
郵
送
し
て
い
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
六
月
中
に
町
役
場

福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

手
当
は
、
小
学
校
修
了
前
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
年
三
回
︵
原
則
と

し
て
二
、
六
、
十
月
︶
、
そ
れ
ぞ
れ
の

前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
月
額
は
、
第
一
子
、
第
二
子
が

五
千
円
、
第
三
子
以
降
が
一
万
円
、
三

歳
未
満
は
一
律
一
万
円
で
す
。

な
お
、
前
年
度
所
得
が
一
定
額
以
上

で
、
支
給
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
福
祉
課
児
童

担
当
︵
☎
６
９
２
・
６
４
７
７
︶

国民年金保険料

納付が困難な場合は
気軽に相談ください

◆
免
除
制
度
と
は
？

◆
申
請
は
住
所
地
の
町
役
場
で

●全額免除、4分の 3免
除、半額免除、4分の 1
免除があります。
●段階ごとに納める保険
料は右図のとおりです。
●免除の申請は、①所得
が一定以下の人、②天
災・失業などの理由によ
り保険料を納付すること
が著しく困難な人、③生
活保護や障害基礎年金を
受けている人などに当てはまる場合にできます。

免除制度

世帯構成 全額免除 一部納付
1/4納付 1/2納付 3/4納付

4人世帯 162万円 230万円 282万円 335万円
2人世帯 92万円 142万円 195万円 247万円
単身世帯 57万円 93万円 141万円 189万円
※社会保険料控除などの控除額は個人により異なるた
め、この表はあくまで目安です。

免除期間は7月から翌年6月までです。申請が遅れて
も7月までさかのぼって免除が認められます。原則とし
て毎年申請が必要ですが、全額免除については「継続申
請」を希望すると翌年度からは申請が不要になります。

老後の年金額は、免除期間分減額されますが、10年以
内であれば追納が可能です。追納することにより、老後
の年金を満額に近づけることができます。
◆老後の年金（老齢基礎年金）額の比較
全額納付
全額免除
3/4免除
半額免除
1/4免除

※国庫負担は現在
1/3から 1/2への
段階的な引き上げ
を行っているとこ
ろです。左は国庫
負担が 1/3の場合
の割合です。

満額受給
1/3受給
1/2受給
2/3受給
5/6受給

全額免除

3/4免除

3/4納付

半額納付半額免除

1/4
納付

1/4
免除

全額納付

保険料（月額）
納付なし

保険料（月額）
3,670円

保険料（月額）
7,330円

保険料（月額）
11,000円

保険料（月額）
14,660円

申請免除は4段階

免除の対象となる所得の目安

免除となる期間

追納で老後の年金を満額に近づけられます

●
児
童
手
当
と
は
？

児
童
手
当
の
現
況
届

お
済
み
で
す
か
？

６
月
中
に
提
出
を
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広報しずくいし　第635号

︵
中
型
自
動
車
免
許
が
必
要
で
す
︶

登
録
年
月
日
▼
平
成
六
年
六
月
二
十
二

日

車
検
有
効
期
限
▼
平
成
二
十
一
年
六
月

二
十
二
日

︻
一
般
競
争
入
札
と
は
︼町
が
定
め
る
最

低
売
却
価
格
以
上
で
も
っ
と
も
高
い
価

格
を
つ
け
た
人
に
購
入
し
て
い
た
だ
く

方
法
で
す
。

︻
入
札
説
明
書
の
交
付
期
間
お
よ
び
交

付
場
所
︼

交
付
期
間
▼
六
月
十
五
日︵
月
︶〜
六
月

二
十
六
日
︵
金
︶

交
付
場
所
▼
町
役
場
総
務
課

︻
入
札
日
時
お
よ
び
場
所
︼

入
札
日
時
▼
六
月
三
十
日
︵
火
︶

入
札
場
所
▼
町
役
場
三
階
大
会
議
室

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
総
務
課
財
産

管
理
担
当
︵
☎
内
線
２
２
０
︶

町
で
は
、
公
用
車
と
し
て
使
用
し

て
い
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。
入
札
参

加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
町
役
場
総
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
物
件
︼
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
一
台

︻
物
件
の
概
要
︼

ニ
ッ
サ
ン
ホ
ー
ミ
ー
　
十
五
人
乗
り

近江さんは、県立盛岡第一高等学校
の教員時、県高校PTA連合会事務局
長として、県内高校の施設充実に尽力
されました。また、昭和 60年には県
立大東高校の校長に就任。その後、川
井村の教育長を2期8年にわたり務め
られ、学校教育の発展および地方自治
の振興に尽力されました。

周知
一
般
競
争
入
札
で

公
用
車︵
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
︶を
公
売
し
ま
す

公売するマイクロバス

東京・銀座の岩手県アンテナ
ショップ「いわて銀河プラザ」
で、「キラリ☆輝く雫石の物産と
観光展（雫石町・雫石商工会主
催）を今年も開催します。
【日時】
6月 20日〜21日、10時 30分
〜19時（最終日のみ〜16時）

雫石町の特産品を
東京・銀座で販売

定額給付金の申請締め切りは
9月 24日ですが、早めの申請を
お願いします。申請の際には、
申請書のほかに預金通帳の写し
なども必要です。詳しくは窓口
までお問い合わせください。
【窓口】町役場総務課（☎内線
216）

定額給付金の申請は
お済みでしょうか？

8

春
の
叙
勲
・
町
内
２
人
が
受
章

米沢さんは、昭和 38年 4月、雫石
町消防団に入団して以来、平成20年3
月まで 45年の長きにわたり、職務に
精励されました。
特にも平成7年からは副団長として

卓越した指導力と統率力で団員教育な
ど精力的に活動し、消防事業の発展に
尽力されました。

瑞 宝 単 光 章 瑞 宝 小 綬 章

近
江
　
昭
さ
ん

︵
七
ツ
森
・
丸
谷
地
・
81
歳
︶

米
沢
竹
治
さ
ん

︵
上
町
一
・
二
・
69
歳
︶
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●町役場への問い合わせ…☎692−2111

募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談

町
で
は
、
町
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

︻
入
居
資
格
︼

①
現
に
雫
石
町
内
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と
。

②
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
︵
婚
約

者
を
含
む
︶
が
あ
る
こ
と

︵
た
だ
し
六
十
歳
以
上
の

人
、障
が
い
者
、生
活
保
護

受
給
者
、
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
被
害
者
の
用
件
が

あ
る
人
な
ど
は
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
︶。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

こ
と
。

④
政
令
に
定
め
る
収
入
︵
所

得
︶の
範
囲
で
あ
る
こ
と
。

・
高
齢
者
ま
た
は
障
が
い

者
な
ど︵
裁
量
階
層
︶の

世
帯
▼
月
額
二
十
一
万

四
千
円
以
下

・
一
般
世
帯
▼
月
額
十
五

万
八
千
円
以
下

⑤
申
し
込
み
者
お
よ
び
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
な
ど

に
暴
力
団
員
が
い
な
い
こ

と
。

︻
申
し
込
み
時
の
提
出
書
類
︼

①
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
︵
役
場
二
階

地
域
整
備
課
窓
口
で
配
布
中
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
︶

②
入
居
者
全
員
の
続
柄
、
本
籍
が
記
載

さ
れ
て
い
る
書
類︵
住
民
票
の
写
し
︶

③
市
町
村
長
が
発
行
す
る
所
得
証
明
書

︵
入
居
す
る
人
全
員
分
︶

※
そ
の
ほ
か
、必
要
に
応
じ
、各
種
書
類

の
写
し
な
ど
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、書
類
に
よ
っ
て

は
、
取
得
す
る
ま
で
に
日
数
を
要
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

︻
そ
の
他
︼

①
申
込
書
提
出
の
際
、
家
族
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

本
人
ま
た
は
家
族
が
申
し
込
み
に
来

て
く
だ
さ
い
。

②
入
居
す
る
際
、
連
帯
保
証
人
を
町
内

か
ら
二
人
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す

︵
雫
石
町
内
に
居
住
し
て
い
て
、入
居

者
と
同
等
以
上
の
収
入
が
あ
り
、
独

立
し
た
生
計
を
営
ん
で
い
る
人
︶。

③
入
居
す
る
際
、敷
金︵
家
賃
の
三
カ
月

分
︶
を
徴
収
し
ま
す
。

︻
募
集
期
間
︼

六
月
十
八
日
︵
木
︶
か
ら
六
月
三
十
日

︵
火
︶
ま
で

※
土
日
祝
日
を
除
き
、
八
時
三
十
分
か

ら
十
七
時
ま
で

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

町
役
場
地
域
整
備
課
管
理
担
当
︵
☎
内

線
２
６
９
、
２
６
８
︶

町
で
は
、
ご
み
の
減

量
化
の
た
め
、
電
動
生

ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ

ス
ト
な
ど
の
購
入
費
に

対
し
、
補
助
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
生
ご

み
の
減
量
化
と
資
源
循

環
推
進
の
た
め
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
役
場
環
境
対
策
課

前
に
電
動
生
ご
み
処
理

機
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

︻
補
助
を
申
請
で
き
る
人
︼雫
石
町
内
に

住
所
が
あ
り
、
現
に
居
住
し
て
い
る
人

︵
一
世
帯
一
回
限
り
︶

︻
補
助
金
額
︼
購
入
費
の
二
分
の
一

︻
限
度
額
︼
電
動
生
ご
み
処
理
機
▼
三
万

円
、
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
な
ど
▼
三
千
円

※
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合

は
、
購
入
し
て
か
ら
一
カ
月
以
内
の
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
購
入
す
る
前

に
町
役
場
環
境
対
策
課
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
環
境
対
策
課

︵
☎
内
線
１
６
６
︶

広報しずくいし　第635号

募
集
町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

申
し
込
み
は
６
月
18
日
か
ら
30
日
ま
で

〈入居者を募集する住宅〉
募集住宅 構造 間取り 浴槽 募集戸数 家賃（月額） 建築時期

源大堂 鉄筋コンクリート3階建、
集合住宅 2DK 無 2戸 16,000円〜23,800円 H3

新高前田 簡易耐火構造　長屋 2K 無

2戸 2,800円〜4,200円 S38
1戸 3,200円〜4,800円 S39
3戸 3,600円〜5,400円 S41
1戸 4,200円〜6,200円 S43
3戸 4,600円〜6,800円 S45
1戸 5,800円〜8,700円 S47

鴬宿 木造2階建 長屋
（メゾネットタイプ） 2LDK 有 1戸 27,500円〜40,900円 H15

※浴槽▶無：浴室スペースはありますが、浴槽と風呂釜は入居者が設置。
有：ユニットバス設置済

※家賃▶家賃は所得により異なります。また、鴬宿住宅のみ共益費（2,000円/月）が家賃別途掛かります。

ご利用ください
ごみ処理機購入補助生

町役場環境対策課前
に設置されている
電動生ごみ処理機
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町
産
業
振
興
課
や
県
農
業
公
社
と
連
携

し
、
効
率
的
な
貸
借
や
売
買
が
行
わ
れ

る
よ
う
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
を
充
実
さ
せ
る
に
は
、
面

積
を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
の

協
力
が
必
要
で
す
。
家
族
間
の
役
割
を

明
確
に
し
、
風
通
し
の
良
い
経
営
が
行

え
る
よ
う
家
族
経
営
協
定
の
締
結
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

農
業
者
の
将
来
へ
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
、
農
業
者
年
金
加
入
の
推
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。
年
金
で
蓄
え
が
確
保

で
き
る
と
安
心
で
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
が
農
業
委
員
会

の
主
だ
っ
た
役
割
で
す
。

農
地
は
耕
作
し
て
初
め
て
価
値
が

生
ま
れ
ま
す
。
十
年
後
二
十
年
後
耕

作
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
農
地
の
流

動
化
を
出
来
る
限
り
早
く
行
う
た

め
、情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。そ
の

情
報
を
基
に
、
離
農
や
規
模
縮
小
を

考
え
て
い
る
農
家
と
規
模
拡
大
志
向

の
農
家
や
新
規
に
農
業
を
始
め
た
い

人
の
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、
地
域
に

つ
な
が
り
が
な
い
と
話
が
進
み
に
く

い
の
が
現
状
で
す
。
農
業
委
員
が
地

雫
石
町
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
改
選
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
新
任
四

人
、再
任︵
再
選
︶十
六
人
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
改
選
後
初
め
て
の
総
会
は
五

月
十
五
日
に
行
わ
れ
、
会
長
に
坂
井
久

榮
委
員
が
、
会
長
職
務
代
理
者
に
菅
原

久
耕
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
互
選
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
改
選
に
よ
る
農
業
委
員
の

任
期
は
五
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
四

年
五
月
十
四
日
ま
で
の
三
年
間
で
す
。

農
業
委
員
会
は
﹁
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
﹂
に
基
づ
い
て
市
町
村
に

広報しずくいし　第635号

域
の
世
話
役
と
な
り
農
地
の
引
き
継
ぎ

が
し
っ
か
り
出
来
る
よ
う
に
行
動
し
て

い
ま
す
。
引
き
継
ぎ
が
し
っ
か
り
出
来

れ
ば
自
然
と
耕
作
放
棄
地
が
解
消
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
農
地
に
係
る
相

談
は
お
近
く
の
農
業
委
員
ま
た
は
左
記

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

後
継
者
不
足
が
農
家
に
と
っ
て
は
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
委

員
会
で
は
、
町
内
に
在
住
す
る
後
継
者

︵
農
家
だ
け
で
は
な
く
︶や
若
者
の
育
成

と
結
婚
を
支
援
す
る
た
め
、
結
婚
相
談

員
三
人
と
農
業
委
員
で
情
報
の
収
集
や

提
供
を
行
い
、
結
婚
に
結
び
つ
く
企
画

や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
結
婚
相
談
員
が
七
月
十
九

日
︵
日
︶、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛

岡
ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
る
雫

石
町
め
ぐ
り
あ
い
事
業
に
、
実
行
委
員

と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
は
雫
石
町
め
ぐ
り
あ
い
事
業
実
行
委

員
会
︵
☎
６
９
２
・
２
２
３
０
︶
ま
で
。

︻
農
業
委
員
会
相
談
活
動
︼

・
農
地
の
売
買
や
貸
借    

に
つ
い
て

・
農
地
の
諸
制
度
に
つ
い
て

・
農
業
者
年
金
に
つ
い
て

・
結
婚
や
出
会
い
に
つ
い
て

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼農
業
委
員
会
事
務
局

︵
☎
６
９
２
・
２
１
１
１
、
内
線
３
２

２
・
３
２
３
、
直
通
電
話
６
９
２
・
６

５
９
４
、
６
５
９
５
︶

設
置
し
て
い
る
行
政
機
関
で
す
。
農
地

法
や
農
業 

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基

づ
き
、農
地
の
売
買
や
貸
借
、農
地
転
用

な
ど
に
つ
い
て
公
正
な
審
査
を
農
業
委

員
会
総
会
で
行
い
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
遊

休
農
地
や
農
地
の
乱
開
発
を
監
視
・
抑

止
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、時
に﹁
農
地
の
番
人
﹂と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

新
規
に
就
農
を
考
え
て
い
る
人
、
経

営
規
模
の
拡
大
を
考
え
て
い
る
農
家
や

優
れ
た
農
業
経
営
者
が
農
地
に
対
す
る

有
利
な
制
度
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、

10

農
業
委
員
会
っ
て
な
あ
に
？

地
域
に
根
ざ
し
た﹁
農
地
の
番
人
﹂で
す

農
業

職名 氏　名 年齢 行政区 区　分
会長 坂井　久榮 60歳 五　区 公　選

会長職務
代理者 菅原　久耕

����

60歳 中　沼 公　選

委員 細川　良子 51歳 籬　野 議会推薦
委員 村上　健一 61歳 野　中 公　選
委員 米澤　　功 70歳 桝　沢 公　選

委員 櫻田　　伸
��

59歳 駒木野 公　選
委員 瀧沢藤市郎 61歳 滝　沢 公　選
委員 田中　秀雄 62歳 長　根 農協推薦

委員 藤本　　伸
���

58歳 男　助 公　選
委員 下黒沢　勇 68歳 黒　沢 公　選
委員 岩持　壽昭 55歳 下川原 公　選
委員 佐々木秀子 50歳 谷　地 議会推薦
委員 笹田美枝子 62歳 七　区 議会推薦
委員 長澤　　勉 61歳 八　区 農業共済推薦
委員 高橋　清美 54歳 天　戸 土地改良区推薦

委員 髙橋與右衛門
� � � � �

66歳 黒沢川 公　選
委員 下川原茂昭 61歳 高前田二区 公　選
委員 中屋敷紀昭 52歳 下春木場 公　選
委員 德田　勇悦 59歳 元御所 公　選
委員 十二林克巳 62歳 八丁野 公　選

◆新農業委員名簿
農
業
委
員
会
と
は
⋮

耕
作
放
棄
地
の
解
消

後
継
者
問
題
に
も
一
役

337_905_329  09/06/09  15:01  ページ 10



11

●町役場への問い合わせ…☎692−2111

募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談

平
成
二
十
一
年
度
雫
石
町
消
防
演
習

を
七
月
五
日
、
町
役
場
駐
車
場
を
主
会

場
に
開
催
し
ま
す
。
消
防
団
員
の
日
ご

ろ
の
訓
練
成
果
を
ど
う
ぞ
ご
参
観
く
だ

さ
い
。

ポ
ン
プ
操
法
訓
練
、
ま
と
い
振
り
訓

練
、ラ
ッ
パ
吹
奏
訓
練
、初
期
消
火
・
救

護
訓
練
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
標
的
と
し

た
放
水
訓
練
、
保
育
所
児
童
に
よ
る
特

別
演
技
、
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
す
。

︻
日
時
︼七
月
五
日︵
日
︶、七
時
三
十
分

〜
正
午

︻
場
所
︼
町
役
場
駐
車
場
、
中
央
公
民
館

前
、
上
町
〜
中
町
の
県
道

︻
交
通
規
制
︼
放
水
訓
練
の
際
に
、
中
央

公
民
館
前
の
雫
石
町
中
央
線
が
、
分
列

行
進
の
際
は
、
上
町
か
ら
中
町
ま
で
の

県
道
雫
石
八
幡
平
線
が
そ
れ
ぞ
れ
交
通

規
制
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

︻
問
い
合

わ
せ
先
︼

町
役
場
総

務
課
消
防

交
通
担
当

︵
☎
内
線

２
２
１
、

２
２
４
︶

今
年
も
、
﹁
雫
石
ど
よ
う
の
夕
市

︵
ど
よ
う
の
夕
市
実
行
委
員
会
主

催
︶
﹂
が
雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
南

口
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
三
回
目
と
な
る
六
月
の
夕
市
は

二
十
日
に
開
催
し
ま
す
。
町
内
農
家
が

収
穫
し
た
旬
の
野
菜
や
花
を
は
じ
め
、

雫
石
牛
、
南
部
か
し
わ
な
ど
も
販
売
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

︻
開
催
日
時
︼六
月
二
十
日︵
土
︶、十
六

時
〜
十
九
時

︻
今
年
の
開
催
予
定
︼
七
月
十
八
日
、
八

月
八
日
、
九
月
二
十
六
日

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼同
実
行
委
員
会
事
務

局︵
道
の
駅
雫
石
あ
ね
っ
こ
内
、☎
６
９

２
・
５
５
７
７
︶

広報しずくいし　第635号

催
し
消
防
団
の
訓
練
成
果
を
披
露

７
月
５
日
は
町
消
防
演
習
の
参
観
を

雫石町婦人消防協力隊は、町民の防火思
想の向上に努め、主として家庭からの火災
防止を目的として活動しています。
家庭から火災を出さないため、啓発活動

などに鋭意取り組みますので、今後とも婦
人消防協力隊の活動に対して、町民の皆さ
まのご理解とご協力をお願いします。
協力金▶1世帯100円以上（任意寄付）
平成20年度に各家庭からいただいた協力

金は、465,350円で、町補助金などを含めた
平成20年度収入額は1,141,000円でした。
この活動費は住宅用火災警報器の一般家

庭への設置促進に関する活動費、幼年少年
消防クラブの活動育成費、活動隊員の出動
に対する費用弁償、県や岩手支部など上部
団体が主催する各種研修会への参加費など
に活用しています。

◆婦人消防協力隊の主な活動◆
○春季・秋季全国火災予防運動や年末年始
時の防火広報パトロール　○幼年少年消防
クラブの育成指導　○救急救命技術の習得
○消防団の後方支援活動　○住宅用火災警
報器の設置促進活動

雫石町婦人消防協力隊
活動協力金（任意寄付）のお願い

催
し
土
曜
の
夕
方
は
駅
南
に
集
合
！

ど
よ
う
の
夕
市
３
回
目
は
６
月
20
日

多くの人が訪れた初回の夕市

堂々と行進する昨年の分列行進

周知
医
療
機
関
に
向
か
う
前
に
ま
ず
相
談

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
を

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
国
内
で
も

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
町
で
は
雫
石

町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

七
日
以
内
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
て
い
る
国
や
、
国
内
の
発

生
地
域
に
滞
在
も
し
く
は
旅
行
し
、
発

熱
や
の
ど
の
痛
み
、
咳
な
ど
の
症
状
が

あ
る
場
合
は
、
医
療
機
関
に
向
か
う
前

に
、﹁
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
﹂
に
電
話
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
相
談
先
︼県
央
保
健
所
発
熱
相
談
セ
ン

タ
ー
︵
☎
６
２
９
・
６
５
７
３
︶

︻
受
付
時
間
︼
九
時
〜
十
七
時
三
十
分

●
予
防
方
法
な
ど
一
般
的
な
相
談
は
…

・
岩
手
県
保
健
衛
生
課︵
二
十
四
時
間
、

☎
６
２
９
・
５
４
６
６
、
５
４
７
２
︶

・
雫
石
町
健
康
推
進
課
︵
八
時
三
十
分

〜
十
七
時
三
十
分
、
☎
６
９
２
・
２
２

２
７
、
０
３
０
８
︶

※
相
談
体
制
は
国
の
方
針
な
ど
に
よ
り

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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自
然
公
園
保
護
管
理
員
は
、
国
立
公

園
や
国
定
公
園
お
よ
び
県
立
自
然
公
園

内
の
自
然
景
観
と
動
植
物
を
保
護
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
利
用
の
適
正
化
と
利

用
者
の
正
し
い
認
識
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
岩
手
県
の
委
託
を
受
け
て
各
市

町
村
が
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。

委
嘱
状
の
交
付
に
あ
た
り
、
長
澤
嶺

生
管
理
員
が
代
表
し
て
﹁
雫
石
町
の
宝

で
あ
る
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
頑
張

り
た
い
﹂
と
力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。管
理
員
は
十
一
月
中
旬
ま
で
の
間
、

岩
手
山
や
駒
ケ
岳
と
い
っ
た
、
十
和
田

八
幡
平
国
立
公
園
内
の
登
山
道
を
中
心

に
、
巡
視
と
軽
微
な
補
修
な
ど
を
行
い

ま
す
。

国
立
公
園
内
で
の
監
視
、
指
導
を
行

う
自
然
公
園
保
護
管
理
員
に
長
澤
嶺
生
�
�
�

さ
ん
、山
津
田
清
美
さ
ん
、高
畑
伸
也
さ

ん
、所
博
幸
さ
ん
、米
澤
邦
彦
さ
ん
の
５

人
が
委
嘱
さ
れ
、
中
屋
敷
十�
�
�町

長
か
ら

委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

12

障
が
い
︵
自
動
車
損
害
賠
償
法
施
行
令

に
お
け
る
第
一
級
、
第
二
級
の
後
遺
症

ま
た
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則

に
お
け
る
第
一
級
の
身
体
障
が
い
︶
と

な
っ
た
場
合
は
、
百
万
円
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

七
月
中
に
行
政
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

加
入
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。
掛

け
金
は
﹁
お
と
な
﹂
も
﹁
こ
ど
も
﹂
も
年

額
四
百
円
で
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
町
役
場
総
務
課
︵
☎

内
線
２
２
３
︶

八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
の

交
通
災
害
共
済
期
間
が
始
ま
り
ま
す
。

交
通
災
害
共
済
と
は
、
わ
ず
か
な
掛
け

金
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
で
け
が
を

し
た
場
合
な
ど
に
被
災
者
や
そ
の
家
族

を
救
済
す
る
﹁
み
ん
な
の
た
め
の
相
互

扶
助
制
度
﹂
で
す
。

交
通
事
故
に
よ
り
け
が
を
し
た
場

合
、
最
低
保
証
金
二
万
円
か
ら
三
十
万

円
ま
で
の
範
囲
で
、
入
院
や
通
院
の
日

数
に
応
じ
た
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
も
し
く
は

少
な
い
掛
け
金
が
魅
力

交
通
災
害
共
済
加
入
の
手
続
き
を

紹
介
自
然
景
観
や
動
植
物
を
守
る

自
然
公
園
保
護
管
理
員
委
嘱

周知
町
役
場
が
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
方
式
を
導
入

用
件
先
に
直
接
電
話
が
通
話
可
能
に

町
役
場
で
は
、
庁
舎
内
の
各
課
に
直

接
電
話
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
六
月

一
日
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
方
式
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

局
番
６
９
２
の
あ
と
に
、
用
件
先
の

四
け
た
の
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、

直
接
各
課
に
電
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、代
表
電
話︵
６
９
２
・
２
１
１

１
︶
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
用
件
先
が
不
明
な
場
合
は
代

表
電
話
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

各
課
の
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
に
つ
い

て
は
、
五
月
二
十
八
日
か
ら
各
世
帯
に

配
布
し
て
い
る
一
覧
表
や
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
総
務
課
財
産

管
理
担
当
︵
内
線
２
２
０
︶

力強く決意を述べる長澤管理員

報
告
岩
井
建
設
の
町
消
防
団
へ
の
協
力
認
め

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
を
交
付

町
で
は
、五
月
二
十
八
日
、岩
井
建
設

︵
岩
井
淳
代
表
取
締
役
・
黒
沢
川
行
政

区
︶
に
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
を

交
付
し
ま
し
た
。こ
の
表
示
証
は
、地
域

の
消
防
防
災
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め

に
消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い
る
事
業

所
に
交
付
す
る
も
の
で
、
町
内
で
は
初

め
て
の
交
付
と
な
り
ま
し
た
。

交
付
式
は
、
町
役
場
町
長
室
で
行
わ

れ
、
中
屋
敷
町
長
か
ら
岩
井
代
表
取
締

役
に
表
示
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
岩

井
建
設
で
は
、
従
業
員
二
人
が
消
防
団

員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
岩
井
代

表
取
締
役
は
﹁
自
分
の
住
む
町
は
自
分

た
ち
で
守
る
と
い
う
地
域
貢
献
の
気
持

ち
で
臨
ん
で
い
る
。
今
後
も
さ
ら
に
協

力
し
て
い
き
た
い
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

中屋敷町長（左）から表示証
を受け取る岩井代表取締役

募
集
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●町役場への問い合わせ…☎692−2111

募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談

雫
石
町
と
秋
田
県
仙
北
市
に
ま
た
が

る
駒
ヶ
岳︵
一
六
三
七
メ
ー
ト
ル
︶山
開

き
が
六
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
雫

石
町
側
の
山
開
き
式
は
、
国
見
登
山
口

で
実
施
。中
屋
敷
町
長
を
は
じ
め
、山
岳

関
係
者
ら
約
七
十
人
が
参
加
し
、
午
前

八
時
か
ら
山
の
安
全
を
祈
願
す
る
神
事

を
行
い
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
参
加
者
は
山
頂
を
目
指

し
登
山
を
開
始
。
雨
が
降
り
霧
が
立
ち

こ
め
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、

イ
ワ
カ
ガ
ミ
や
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
な
ど
が

登
山
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
約

五
十
人
が
山
頂
を
目
指
し
た
も
の
の
、

途
中
、風
雨
が
強
ま
り
登
頂
を
断
念
。夕

方
か
ら
は
、
秋
田
県
仙
北
市
と
本
町
の

山
岳
関
係
者
な
ど
に
よ
る
懇
親
会
を
仙

北
市
で
開
催
。
山
頂
で
行
う
予
定
だ
っ

た
ピ
ッ
ケ
ル
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
、
両

市
町
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

広報しずくいし　第635号

皆さんから排出された資源ごみのうち、4月にリサイクルに向けられた量は
約 79トンでした。分別排出していただいた資源ごみは、引取基準に合致させ
るため、清掃センターでさらに選別処理しています。選別後の資源ごみは一定
量になるまでストックヤードで保管し、専門業者に引き渡しています。

◆使用済み食用油は有効な“資源”として再利用されています
平成 21年 4月から使用済み食用油を拠点回収

しています（詳しくは本紙 3ページをご覧くださ
い）。回収後は、NPO法人かし和の雫（雫石町福祉
作業所かし和の郷）にて、軽油代替燃料（以下
「BDF」）を精製しています。BDFは、原料である
使用済み食用油にメタノールと水酸化ナトリウムを加えたときに起こる「エス
テル交換反応」を利用して精製されます。

BDFの効果としては、原料のほとんどが植物性廃油なので、有限な化石燃料
を使用しておらず、黒煙は軽油と比較して 3分の 1、硫黄酸化物いわゆる SOx
値はほとんどゼロです。
資源の循環利用に、引き続き皆さまのご協力をお願いします。

紙おむつ支給で介護者を支援！
高齢者福祉サービス通信

○雫石町地域包括支援センター                 ☎691−1105
○日赤鴬鳴荘在宅介護支援センター       ☎695−2536
○在宅介護支援センター笑々館                  ☎692−3164
○はーとぽーと雫石在宅介護支援センター               
                                                        ☎691−1022
○在宅介護支援センターおみょうじん      ☎691−2550
○町役場福祉課高齢者福祉担当  ☎692−2111（119）

資源ごみ情報　分別排出でリサイクル推進

   びん類         缶類        プラ類        紙類        鉄くず       合計
     4月           19,830        8,290             0      43,600        7,270       78,990
  前年同期        24,080      13,350             0      58,070      10,380     105,880
     比較         △4,250     △5,060             0   △14,470     △3,110   △26,890

（単位：kg）

【担当】町役場環境対策課（☎内線166）

町では、在宅で高齢者を介護している家族
に対し、経済的負担の軽減、要介護高齢者など
の在宅支援のため、紙おむつ助成券を支給し
ています。
【対象者】町内に住所を有し、在宅で寝たきり
や認知症、身体障がい者で常時紙おむつを使
用している人を介護している人。　※病院に
入院中や施設に入所中の人は対象外です。
【事業の内容】対象者 1人に対して 1カ月に
つき助成券 1枚です。1枚当たりは 3千円で
す。　※助成券には、有効期限があり、助成券
に記載しています。
【利用方法】町内の薬局をはじめとする指定の
事業者に助成券を提出し、紙おむつを購入し
てください。
助成券利用には、申請が必要です。町地域包
括支援センター、または各地区の在宅介護支
援センターまでご相談ください。

＜資源化実績＞

回収量

4月実績 76

使用済み食用油拠点回収実績

報
告
夏
山
登
山
い
よ
い
よ
始
ま
る

駒
ヶ
岳
山
開
き
に
多
く
の
登
山
者

ピッケル交換をする両市町の山岳関係者

催
し
岩
手
山
山
開
き
は
７
月
１
日

網
張
登
山
口
か
ら
出
発
し
ま
す

岩
手
山
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
岩
手
山
の
山
開
き
は
七
月

一
日
で
す
。雫
石
町
側
で
は
、網
張
登
山

口
で
神
事
を
行
っ
た
後
、
午
前
五
時
五

十
分
か
ら
記
念
登
山
を
開
始
し
ま
す
。

山
頂
で
は
、
各
登
山
口
か
ら
集
合
し

た
周
辺
市
町
村
の
山
岳
愛
好
者
ら
が
集

い
、
正
午
か
ら
ピ
ッ
ケ
ル
交
換
な
ど
の

交
歓
会
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

爽やかな風を感じ頂上を目指す
昨年の記念登山参加者

（単位：ℓ）
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広報しずくいし　第635号

●あなたの身近で起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの情報を
お知らせください。

【町役場経営推進課広聴広報担当】
〒020−0595（住所不要）
電話番号：692−2111
FAX番号：692−1311
E メール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

まちの話題・出来事紹介

5 月12日

今年も東京から中学生が来町
初挑戦の田植えに歓声響く
東京都昭島市の私立啓明学園中学校の3年生125人が5月12日、本町
を訪れ、農作業を体験しました。午前中は、ジャガイモ植え、ホウレ
ンソウ収穫作業などを体験しました。慣れない作業に、生徒たちは悪
戦苦闘しながら真剣に作業を進めていました。午後は、西安庭地内の
約14アールの水田で、田植えを体験。JA新いわて青年部の指導を受け
ながら手作業で苗を植えました。泥に足を取られたり、虫に驚きなが
らも約1時間で全作業が終了。最初は水田に素足を入れるのを戸惑って
いた生徒たちも、最後は泥まみれになりながら作業を楽しみました。

泥の感触に戸惑いながら田植えに挑戦する生徒

雫石中学校の生徒が清掃活動に汗
美しい町の景観保護に一役

5 月 2 9 日

5月29日、雫石中学校（田山英治校長、生徒484
人）の生徒が「ごみゼロ運動」を展開し、町内の清
掃活動を実施しました。
清掃作業を通し、生活環境について生徒一人ひ

とりが学び考えて行動していく力を育成するため
に毎年行われている伝統行事です。
中でも 3年生は、恒例の国道 46号沿線で清掃を

展開しました。今年も、昨年同様ごみの量は少な
く、これまでの活動の成果が感じられました。

国道沿いのごみを拾う雫石中の生徒

5 月 2 2 日

着物など日本の文化を初体験
ドイツから学生8人が来町
ドイツ・ネッカースルム市へルマングライナー校

の生徒8人と、ネッカースルム市長夫婦、先生など
4人が 5月 16日から 24日まで来町し、日本文化の
体験と、雫石中学校での短期留学が行われました。
日本文化の体験では、田植えや習字、茶道に挑

戦。茶道では、女性は色鮮やかな振り袖姿、男性
は羽織はかま姿に身を包み、慣れない正座に苦労
しながらも、振る舞われた抹茶や菓子を楽しみま
した。

着物や茶道などの日本文化を体験する生徒

14
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15 広報しずくいし　第635号

東京都杉並区の荻窪小学校の教員 14人が 5月 30
日、約 9アールの荻小田んぼ（中屋敷紀昭氏圃（ほ）場）
で田植え体験を行いました。農家の人から、苗の植え
方を教わり、慣れない作業に苦戦しながらも、食の原
点である農業を実感していました。
この交流は、平成 17年度に県産食材の供給と併せ
て、生産者を小学校に派遣して食育への取り組みを支
援したことから始まりました。

東京の学校教員が農作業体験
足を取られながら田植えに奮闘

5 月3 0 日

5 月30日

山岳遭難事故防止を訴え
入山者に啓発チラシ配布
駒ヶ岳周辺で毎年発生している、山菜採りなどに

よる山岳遭難事故の未然防止を図るため、5月 30
日の早朝、国見温泉入り口で、山菜採りなどの入山
者に遭難事故防止啓発チラシの配布が行われまし
た。南岩手山山岳遭難対策委員会雫石救助隊をはじ
め、雫石交番所などが、通行する車、一台一台にチ
ラシを配布。入山する際は、１人では入山せず、無
理のない行程を心掛けましょうと、遭難防止を呼び
かけました。

遭難防止啓発チラシを配る参加者

慣れない手つきで田植えを体験する荻窪小学校教員

TOWN TOPICS

①職種 ②基本給 ③求人番号④必要資
格など　注）◉印は正社員採用

明北産業㈱（西安庭）：◉①土木施工管理技士②25万円③03010−6059591
④土木管理施工技士 2級以上、土木作業・土木施工管理経験　沼田歯科クリ
ニック（町裏）：①歯科助手②12万円〜17万円③03010−5910191④不問
㈲グリーンガレージ（長山）：◉①部品用品取付修理②15万円〜20万円③
03010−5913691④整備経験者、1種普通免許（AT限定不可）合同会社ふ
れあいの家（稲荷下）：◉①ケアマネージャー②18 万円〜19 万円③
03010−5917891④介護支援専門員、1種普通免許 岩手中央森林組合（寺
の下）：①林業従事者②154,000円〜22万円③03010−5831591④刈払機
取扱資格、経験者尚可　医療法人孝仁会（鴬宿）： ①看護師②145,000円〜19
万円③03010−5366091④正看護師または准看護師、1種普通免許 同：
◉①看護師②185,000万円〜21万円③03010−5369991④正看護師または准
看護師、1種普通免許 社団医療法人康生会鴬宿温泉病院（南畑）：◉①理学療法士
②165,300円③03010−4986791④理学療法士 同：◉①看護師・准看護師②
160,100円〜28万円③03010−2518091④看護師または准看護師 ㈱ホテル
加賀助（鴬宿）：◉①厨房②15万円〜18万円③03010−4583291④不問 ㈲上中
屋敷重機（御明神）：◉①土木施工管理技士（1級）兼営業②25万円〜40万円
③03010−4144991④土木工事の現場管理経験 3年以上、土木管理施工技
士 1級 ㈱ケアサービスわが家（七ツ森）：◉①ケアマネージャー②17万円
〜18万円③03010−4186691④ケアマネージャー、1種普通免許 ㈱アオ
キファーマシー（町内）：◉①薬剤師②30万円〜445,000円③03010−4236191
④薬剤師　㈱銀河調剤（町内または盛岡市）：◉①薬剤師②232,000円〜45万円③
03010−3871291④薬剤師　雫石町役場（千刈田）：①介護支援専門員（嘱託）②20
万円③03010−3112891④介護支援専門員、保健師免許あれば尚可　山下縫製工業
㈲（上町）：◉①婦人服製造工②108,330円③03010−2639691④経験者希望
中間法人東日本福祉手技療法普及協会（町内）：◉①エステティシャン②15万円〜20
万円③03010−2678591④経験あれば尚可、エステティシャン認定資格あれ
ば尚可 同：◉①リラクセーションセラピスト②13 万円〜18 万円③
03010−2679191④経験あれば尚可、マッサージ師・はり師・きゅう師資
格あれば尚可 ㈱ケービックス（鴬宿）：①旅館ホテル業務処理サービスス
タッフ②140,400円〜172,800③03010−2750091④サービス業経験者
優遇 

※5月 20日までに盛岡公共職業安定所に申し込みのあった町内企業の
求人情報です。【問い合わせ先】就業希望の方は、同職業安定所紹介第一
部門（☎624−8902）まで求人番号を告げて問い合わせください。また、事
業所へは職業安定所の紹介状をご持参ください※役場１階に求人情報を
掲示しています。ご利用ください。【担当】町役場産業振興課（☎692−2111）

全国安全週間を実施します
『定着させよう「安全文化」つみ取ろう職場の危険』
をスローガンに、平成 21年度全国安全週間を全国一
斉に実施します。これは、産業界における自主的な労
働災害防止活動を推進するとともに、広く一般の安全
意識の高揚と安全活動の定着を図るため毎年行われ
ています。
【実施期間】7月 1日〜7日

もりおか就職面接会開催
【日時】7月 23日（木）13時〜16時
【場所】ホテルメトロポリタン盛岡本館 4階（盛岡市

盛岡駅前通 1−44、☎625−1211）
【対象者】就業場所を盛岡管内とする求人事業所など、

平成 22年 3月卒業予定の大学・短大・専
修（専門）学生および既卒者で盛岡公共職業
安定所管内の企業に就職を希望する人

【主な内容】企業人事担当者と就職希望者個々との面
談による求人・求職情報交換

【参加料】無料
【問い合わせ先】盛岡市商工観光部企業立地雇用課

☎651−4111（内線 3772）
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（３月届け出分）
おめでた カッコ内は保護者名
２月

21   米澤　白嶺
� � �

・男・（邦彦）駅　前
25   中川富優香

� � �

・女・（ 茂 ）高前田一区
３月

９   石亀　瑛太
� � �

・男・（ 晃 ）　林
11   田中　もも・女・（勝利）谷　地
13   髙橋　春翔

� � �

・男・（博之）籬　野
17   佐々木葉久

� �

・女・（ 潤 ）谷　地
24   高橋　俊貴

� � �

・男・（義典）天　戸
24   高橋琉音萌

� � �

・女・（愛美）馬　場

おくやみ カッコ内は享年と世帯主名
２月

28   丹内　惠子（63・本人）上町三
３月

１   階　　フミ（82・佐々木美智子）下町三
２   高畑　勇吉（87・本人）七　区
３   小志戸前久志（80・拓也）山津田
６   藤原　サメ（84・正次）五　区
８   諏訪　一二（79・本人）　林
10   坂下　ヒサ（87・有一）中　沼
13   髙橋　長正（64・本人）片子沢
15   上川原富男（74・本人）高前田二区
15   泉川　幸司（28・幸雄）まがき
17   下川原正男（84・本人）下川原
19   勝田　広一（46・本人）陽和郷
20   村上　勇夫（70・政伸）野　中
23   中村　マサ（88・ 茂 ）高前田一区
24   中山　良一（58・本人）中　沼
25   林尻　タエ（78・寿夫）中　南
25   立花　キヱ（75・忠夫）野　中
26   大鷲　清正（84・昭一）まがき
28   菊池　幸夫（62・本人）七ツ森

イベントや行政案内などの
情報を紹介するページです

16広報しずくいし　第635号

税
情
報
自動
車税
の納
期限
は

6月 1日（日）です

この広告は、広告主の責任において雫石町が掲載しているものです。広告の内容について雫石町が推奨等をするものではありません。

あいさつから始まるふれあいの輪

4月に開催した学術講演会

晴山行政区の活動を紹介する
高橋孝司さん（73歳）

で
は
、
間
違
っ
た
出
し
方
を
す
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
毎
朝
子
ど
も
た
ち
の

登
下
校
を
見
守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
を
行
い
な
が
ら
、
あ
い
さ
つ
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
同
士
に
ふ

れ
あ
い
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
活
動

を
継
続
し
、
住
ん
で
い
る
方
々
の
満

足
度
を
高
め
、
明
る
く
元
気
な
行
政

区
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

晴
山
行
政
区
は
、
約
二
百
五
十

世
帯
が
集
ま
る
大
き
な
行
政
区
で

す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、一
つ
に
ま
と
め
る

の
が
非
常
に
難
し
い
こ
と
が
課
題

の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
晴

山
で
は
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
や
住
民
が
参
加
で
き
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

花
の
植
栽
、防
災
訓
練
、健
康
講

座
や
学
術
講
座
な
ど
地
域
の
活
動

に
は
で
き
る
だ
け
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。四
月
に
は
、岩
手
大
学
の
教
授

を
招
き
、﹁
岩
手
山
の
最
近
の
火
山

活
動
﹂
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、環
境
活
動
と
し
て
、ご
み

集
積
所
で
の
立
ち
番
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
み
の
出
し
方
の
マ

ナ
ー
が
悪
か
っ
た
た
め
始
め
た
も

の
で
す
。
指
導
の
か
い
も
あ
り
今

6月中、毎朝行われているごみ集積所での立ち番指導活動
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【広告】

広報しずくいし　第635号

発行月に 3歳の誕生日を迎える子
を紹介しています。掲載を希望する
人は下記までお申し込みください。

6

いつも走り回ってけがが絶えない夢華。少し活
発過ぎるところが心配だけど、元気で明るい子に
育ってね。

啓
司
・
直
美
夫
妻
の
子

︵
大
村
︶

村
田
　
夢
華

�
�
�

ち
ゃ
ん

なんでもお兄ちゃんの真似っこのわんぱく坊主
です。これからも兄弟仲良く元気にすくすくと
育ってほしいです。

浩
章
・
美
耶
夫
妻
の
子

︵
七
区
︶

岡
森
　
廉�

�
く
ん

わが家自慢の子、孫の写真
遠慮せず　どしどしご応募
お待ちしています

【応募要領】子の写真（裏に子の氏名記入）、別紙に
子の名（ふりがな）、子の生年月日、保護者（父母）氏
名、住所（行政区）、電話番号、コメントを書き添
え、誕生月の前月25日ころまでに投稿してください。
【応募先】〒020−0595（住所記載不要）雫石町役場
広報しずくいし担当　※投稿写真は原則としてお返し
しません。

◆
い
よ
い
よ
雫
石
局
の
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
◆

テ
レ
ビ
電
波
の
地
上
波
は
、
現
在
使
わ
れ

て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
平
成
二
十
三
年
七

月
二
十
四
日
で
終
了
し
、
新
た
に
デ
ジ
タ
ル

放
送︵
地
デ
ジ
︶
に
移
行
し
ま
す
。
い
よ
い

よ
本
町
で
も
デ
ジ
タ
ル
放
送
用
の
中
継
局
設

置
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
号

か
ら
﹁
ま
ち
の
地
デ
ジ
情
報
﹂
と
題
し
て
、

中
継
局
工
事
の
進
み
具
合
や
、
地
デ
ジ
放
送

を
視
聴
す
る
た
め
の
各
種
情
報
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

あ
と
二
年
余
り
で
テ
レ
ビ
放
送
は
す
べ
て

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
切
り
替
わ
り
、
映
像
は
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
化
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
の
法

令
で
決
め
ら
れ
た
も
の
で
、
電
波
の
さ
ら
な

る
有
効
活
用
や
テ
レ
ビ
を
軸
と
し
た
Ｉ
Ｔ

︵
情
報
通
信
技
術
︶
化
を
目
指
す
た
め
の
も

の
で
す
。

こ
れ
ま
で
町
内
の
一
部
地
域
で
も
、
盛

岡
局
や
滝
沢
局
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
電
波
を

受
信
し
、
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧

に
な
っ
て
い
る
世
帯
も
あ
り
ま
す
が
、
雫

石
中
継
局
が
完
成
す
れ
ば
、
町
内
の
ほ
と

ん
ど
の
ご
家
庭
で
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

設
置
場
所
は
、
七
ツ
森
生
森
山
の
現
在

の
中
継
局
の
隣
り
。
周
辺
景
観
に
配
慮
し

た
設
計
で
す
。
五
月
十
八
日
に
始
ま
っ
た

工
事
は
、
八
月
い
っ
ぱ
い
の
完
成
を
目
指

し
、
十
月
こ
ろ
か
ら
試
験
電
波
を
流
す
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（　まちの地デジ情報　）（ ））（

5月18日、雫石中継局の設置工事がスタート
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る年齢が 40歳未満で、獣医師法の規定
による獣医師免許を有する人または取
得する見込みの人
【問い合わせ先】岩手県総務部人事課
（☎629−5071）

岩手県では、絶滅に瀕している野生
動植物の現状を明らかにし、その保護
対策の基礎資料となっている「いわて
レッドデータブック」を改訂するた
め、平成 23年度までに現地調査を実施
します。調査員は、「岩手県学術調査
員」と記載した腕章などをつけていま
すので、調査にご理解とご協力をお願
いします。
【問い合わせ先】岩手県環境生活部自
然保護課（☎629−5371）

ら・せ

（４月届け出分）
おめでた カッコ内は保護者名
４月

２   若松　來人
� � �

・男・（ 浩 ）桝　沢
10   小谷地陽菜

� �

・女・（健一）谷　地
11   吉井　美咲

� � �

・女・（ 宏 ）晴　山
15   上平　悠仁

����

・男・（享史）晴　山
16   秋屋　慶太

� � �

・男・（誠也）谷　地
20   滝沢　瀬名

� �

・男・（真人）　南
20   中村　心絆

� � �

・女・（ 明 ）小　松
20   内舘　大翔

� � �

・男・（丈夫）中　沼
26   山﨑　健琉

� � �

・男・（晃靖）東　町

おくやみ カッコ内は享年と世帯主名
４月

１   瀬川キクヨ（100・昌一）板　橋
４   徳田　キミ（76・勝美）元御所
８   佐々木　正（79・本人）天　戸
９   畑　　昌弘（58・本人）鴬　宿
10   躑躅森　勲（73・本人）和　野
12   安食　　茂（84・ 久 ）和　野
12   廣瀬　辰己（79・本人）町　場
17   七ツ田　勲（72・ 悟 ）八　区
18   村上堅三郎（74・堅治）極楽野
19   横手　正雄（65・本人）　林
19   茅橋　勝治（95・本人）高前田一区
26   齊 惠子（78・本人）中町一
26   滝澤　達雄（86・本人）五　区
29   袖林善太郎（87・由信）陽和郷

広報しずくいし　第635号

火葬場は、火葬炉耐火物補修工
事のため、7月 29日（水）と 7月30
日（木）は臨時休場します。
【問い合わせ先】町役場住民課（☎
内線 113、114）

火葬場の臨時休場

この広告は、広告主の責任において雫石町が掲載しているものです。広告の内容について雫石町が推奨等をするものではありません。
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イベントや行政案内などの
情報を紹介するページです

【申し込み方法】住所、氏名、生年月日、
性別、連絡先電話番号、国保について
の考えを記入の上、封書、官製はがき、
FAXのいずれかでお申し込みくださ
い。選考結果は、6月 30日ころ本人宛
にお知らせします。
【問い合わせ先】町役場保健課国保年
金担当（☎692−6478、FAX692−1311）
〒020−0595（住所記入不要）

平成 21年 6月 1日から道路交通法
が改正されました。主な改正点が以下
のとおりです。
○酒酔い・酒気帯び運転、ひき逃げな
ど、悪質な違反に対する罰則の強化
（点数の引き上げ、免許取り消し後の
欠格期間の延長など）
○高齢者の免許更新手続きの変更（75
歳以上の免許更新者は、認知機能検査
を受けることになります）
雫石町では、交通死亡事故ゼロ日数

が 1年 4カ月を超えました。交通ルー
ルとマナーを守って、違反や事故のな
い安全な町を目指しましょう。
【問い合わせ先】町役場総務課消防交
通担当（内線 223）

岩手県では、平成 21年度県職員（獣
医師）の採用試験を実施します。
【受け付け期間】6月 26日まで（郵送の
場合は、26日までの消印有効）
【第一次試験】7月 12日（日）
【受験資格】平成 21年 4月 1日におけ

税情報
町・県民税の納税通知書発送
6月は、平成 20年中の所得に対し
課税される、町・県民税の納税通知
書が発送されます。
普通徴収（納税通知書で納付）の場
合の納期・納期限は 6 月（6 月 30
日）、8月（8月 31日）、10月（11月 2
日）、12月（12月 25日）の年 4回です。
口座振替をご利用の場合は、納期

の月の 25日（休日などにあたるとき
は翌営業日）が口座からの振替日で
す。詳しくは町役場税務出納課住民
税課税担当（☎内線 152、154）までお
問い合わせください。

道交法が6月から改正
飲酒運転罰則が強化

岩手県職員（獣医師）の
採用試験を実施します

レッドデータブック改訂
現地調査を実施します
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雫石町後継者育成協議会では、プロ
のカウンセラーが、あなたの結婚観に
ついての相談に応じる無料相談室を開
設します。相談はプライバシーを守る
ため、先着順（3人）に時間を分けて実
施します。気軽にご相談ください。
【日時】6月 27日（土）

①9時〜9時 30分
②10時〜10時 30分
③11時〜11時 30分

【場所】町役場 3階 307会議室
【申し込み締め切り】6月 23日（火）
【カウンセラー】認定臨床心理カウン
セラー、認定臨床心理療法士
【申し込み・問い合わせ先】雫石町農
業委員会（町役場農業委員会事務局内
☎内線 323）

町に古来から伝わる亀甲織を多くの
人たちに紹介します。展示販売や、体
験コーナーなど楽しい企画を用意して
皆さまのお越しをお待ちしています。
【日時】6月 27日（土）〜29日（月）、10
時〜16時（最終日は 15時まで）
【場所】南畑コテージむら管理セン
ター（☎695−2306）
【内容】亀甲織体験、アクセサリー作り
体験、亀甲織製品展示・販売
【特別コーナー】中国茶・気仙茶のお
茶会、地場産品直売
【主催】しずくいし麻の会（☎692−01
22）

町では、新社会人フォローアップセ
ミナーの参加者を募集しています。今
年 4月に新社会人になった人が対象
で、参加料は無料です。セミナーでは
『「自分」と「仕事」を考える』をテー
マに参加者同士が実際にコミュニケー
ションを取りながら、社会人としての
意識を高めます。
【日時】6月 24日（水）13時 30分〜
【場所】中央公民館 2階大会議室
【申し込み締め切り】6月 17日（水）
【申し込み・問い合わせ先】町役場産
業推進課商工労政担当（☎内線 235）

独立行政法人北方領土問題対策協会
では、北方領土問題を国民の皆さんに
理解していただくため、北方領土返還
要求運動の標語を募集しています。
【応募条件】どなたでも（ただし、入選
の際、氏名、居住地の都道府県市町村
名を公表できる人）
【応募方法】はがき、インターネット
・はがき▶応募は、1枚 1作品まで（住
所、氏名、性別、年齢、電話番号、職
業明記）。送り先〒110−0014東京都台
東区北上野 1−9−12住友不動産上野
ビル 9階、独立行政法人北方領土問題
対策協会
・インターネット▶hyougo@tk.hopp
ou.go.jp
【募集期限】9月 30日（当日消印有効）
【賞】最優秀賞 1人▶賞状、賞金 5万円。

優秀賞 4人▶賞状、賞金 2万円　など
【問い合わせ先】町役場総務課（☎内線
218）

環境省では、「CO2削減/ライトダウ
ンキャンペーン」を実施します。これ
は、ライトアップに慣れた日常生活の
中、電気を消すことで、いかに照明を
使用しているかを実感し、地球温暖化
問題について考えていただくことを目
的としています。
皆さんの家庭でも、照明やテレビを

消して、地球にやさしい生活を考え直
す機会にしてみましょう。
【期間】6月 20日〜7月 7日。特に 6月
21日（夏至の日）夜を「ブラックイル
ミネーション 2009」、7月 7日（クール
アース・デー）の夜を「七夕ライトダ
ウン」と題して、両日の 20時から 22時
の間、全国のライトアップ施設や各家
庭の明かりを一斉に消灯していただく
ことを広く呼びかけています。
【詳細】ライトダウンキャンペーン
ホームページ（http://coolearthday.jp/）
をご覧ください。

町では、国民健康保険に関する条例
や予算などを審議する運営協議会の委
員のうち、町民代表として国保加入者
から委員 4人を募集します。
【任期】平成 21年 7月 1日〜平成 23年
6月 30日（2年間）
【公募期間】6月 15日〜26日

お・知・
独身のあなたを支援
心の相談室開設します
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【広告】

広報しずくいし　第635号

第12回亀甲織まつり
6月27日に開幕します

仕事と自分を考える
新人社員応援セミナー

北方領土の返還求める
標語を募集しています

照明消して温暖化防止
地球にやさしい生活を

町の国保運営協議会
被保険者代表委員を募集
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雫石の情報発信番組　BOOM！SHIZUKUISHI 放送予定日のお知らせ
6月19日、7月3日（毎月第1・3金曜日）／ラヂオもりおか（ＦＭ76.9MHz）／9時30分〜40分（10分間）

あとがき
●先日、ベトナムで無償の医療活動をする
服部匡志（ただし）医師の講演を聴きました。
眼科医の服部医師は、2週間ごとに日本とベ
トナムを行き来し、交通費や現地の宿泊代
も一切自前で賄うというまさに現代版日本
人「赤ひげ」先生。無私の医療活動を行う先
生の姿に感動を覚えました。 （千）
●4月から野球をやり始めました。まがりな
りにも野球経験はあったはず。打って守っ
て爽やかな汗をかく―。妄想むなしく現実
は素人顔負けの鈍い動き。必要以上に美化
されていた自分はちりと化しました。（古）

◆6月  
    ７日   篠 村 泌 尿 器 科  692−1285
   14日   雫石大森クリニック  691−2345
   21日   篠 村 医 院  692−5151
   28日   雫 石 診 療 所  692−3155

●人のうごき   平成20年 4月末現在
  男     9,022人（△20）     出生  10人
  女     9,678人（△32）     死亡  16人
  計    18,700人（△52）     転入  59人
世帯数  6,078世帯（△3）    転出  105人
※カッコ内は前月末増減

●火事・救急　 4月末
      火　事 1件 （　3件）
       救　急 52件 （ 209件）
※カッコ内は1月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）

※この日程は医師の都合で変更になることがあります

休 日 当 番 医

●
キ
ラ
リ
！
輝
く
雫
石
人

子
高
齢
化
・
晩
婚
化
︱
。

現
代
社
会
の
抱
え
る
こ
れ

ら
の
課
題
に
二
人
の
結
婚

相
談
員
と
と
も
に
取
り
組
む
羽
上
さ

ん
。
問
題
の
原
因
を
こ
う
分
析
し
ま

す
。﹁
以
前
に
比
べ
女
性
の
地
位
は
大

き
く
向
上
し
、
男
性
に
頼
る
傾
向
が

小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
早
く
結
婚
し
て
ほ

し
い
と
願
う
親
と
、
そ
れ
を
煙
た
が

る
子
。
両
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
も
大
き
な
原
因
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
話
を
し
っ
か
り

と
聞
く
こ
と
が
我
々
の
仕
事
で
す
﹂。

献
身
的
に
活
動
を
続
け
る
羽
上
さ

ん
で
す
が
、
活
動
を
始
め
た
当
初
は

良
縁
に
結
び
つ
け
る
か
ど
う
か
不
安

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。﹁
人
の
た
め
に

な
る
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と

始
め
ま
し
た
。
今
で
も
自
分
が
ど
う

に
か
で
き
る
と
い
う
自
信
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
生
活
に
関
わ
る
問
題
な
だ

け
に
余
計
な
お
世
話
と
捉
え
ら
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
で
も
出
会
い
を

提
供
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
出
会

う
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
な
ん
で
す
。
小

さ
な
き
っ
か
け
を
提
供
し
、
一
組
で

も
多
く
の
幸
せ
・
安
心
を
つ
く
り
た

い
。
七
月
に
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛

岡
で
め
ぐ
り
あ
い
事
業
に
参
画
し
ま

す
。気
軽
に
参
加
し
、多
く
の
出
会
い

を
探
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
﹂。責
任
感

の
強
い
そ
の
目
は
、
雫
石
の
未
来
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
ま
す
。

少

羽
上
　
敬
造
さ
ん
︵
64
歳
・
小
松
︶

は
が
み
・
け
い
ぞ
う
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
町
内
御
明
神
出
身
。
御
明
神
小
学
校
、
御
明
神
中
学
校
卒
業
後
、
大
工
見
習
い
な
ど
を
し
な
が
ら
、

建
築
の
道
へ
。
現
在
は
、
介
護
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
設
計
・
施
工
す
る
建
築
士
事
務
所
、
建
築
の
華
工
房
を
経
営
。
町
内
は
も
と
よ
り
盛
岡

近
郊
を
中
心
に
多
く
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
手
が
け
る
。
土
木
施
工
管
理
技
士
１
級
、
２
級
建
築
士
、
岩
手
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
な
ど

多
く
の
資
格
を
所
有
。
平
成
20
年
か
ら
は
町
の
結
婚
相
談
員
と
し
て
も
活
躍
。
趣
味
は
山
菜
採
り
、
カ
ラ
オ
ケ
。

活
動
や
特
技
で
頑
張
っ
て
い
る
人
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
広
報
し
ず
く
い
し
担
当︵
☎
内
線
２
７
７
︶

ま
ず
は
出
会
う
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

一
組
で
も
多
く
の〝
幸
せ
〟を
つ
く
り
た
い

※7月の当番医は現在調整中です。決まり
しだい休日当番医表を全戸配布します。
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※めぐりあい事業に関する問い合わせ先▷同実行委員会（☎692−2230）

雫
石
町
結
婚
相
談
員
と
し
て
活
躍
す
る

結婚相談員の第一歩は相手の話をしっかり聞くことと話す羽上さん
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